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家兎 in vivo ERGの c波 とslow PIII

3。 明 0暗順応における波形変動 (図 5)

吉   村    弦 (岩手医科大学眼科学教室)

The ERG c‐ Wave and Slow PIII in Albino Rabbits

3. Changes in Wave lPattern in iLight and IDark Adaptation.

Yuzuru Yoshimura
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要  約
家兎の ERGoc波 とslow PIIIの明・暗順応による振幅変動を,10秒 と0.25秒 の持続時間の光刺激を用いて
調査 し,さ らに網膜常存電位が c波振幅の変動にいかに関連 しているかを検討 した。その結果,c波および slow

PIIIは両者とも,粁体 と錐体よりそれぞれ生 じる暗所視性と明所視性の 2元的機構によって成立 しているこ

と,暗所視と明所視の両機構の相互作用が明。暗順応経過にそれぞれ影響を及ぼしていること,お よび,ERG。
c波 は必ず しも網膜常存電位に並行あるいは依存 していない電位であることが示唆 された。 (日 眼 911

1214-1221, 1987)

キーワー ド ic波 ,slow PIII,明 順応,暗順応,網膜常存電位

The time courses of amplitude. ", "-*"r":::".1"1 "rtt 
of albino rabbit ERG were investigated

during dark and light adaptation, The influence of the standing potential of the retina on the
amplitude of the c-wave was also examined. DC-registered c-waves were recorded during 60min of
dark adaptation after Smin of 1,0001ux pre-light adaptation, and also during 60min under background
light of 10, 60, 100, 150 or 300lux after 40min of pre-dark adaptation. Luminosity and duration of
stimulus light to elicit the c-wave were 500lux and 10 or 0.25sec respectively. The slow PIII component
was isolated by administration of Na iodate and Na aspartate. The slow PIII and the standing
potential of the retina were observed under the same recording conditions as the c-wave. In dark
adaptation, with 10sec stimulation, the c-wave showed a rapid increase for 8min, which was followed
by a temporary decrease, then increased again after 20min. With 0.25sec stimulation, the c-wave
exhibited a monophasic increase. The amplitude of slow PIII (absolute value), with both 10 and 0.25sec

stimuli, showed a rapid increase for 10min and a gradual increase thereafter. In light adaptation, with
10sec stimulation, the c-wave exhibited a monophasic increase with background light of 10 and 60hx.
With background light of more than l00lux, the c-wave decreased slightly for 10min and increased
thereafter. With 0.25sec stimulation, the c-wave increased slightly with each of the diflerent back-
ground lights. The slow PIII did not show much change with any of the background lights regardless
of the stimulus duration. The standing potential in dark adaptation showed three difrerent time
courses among the subjects. In light adaptation, with background light of 300lux, the standing
potential increased slightly for 15min, and then returned to the base line. With 10lux, it exhibited a
gradual decrease and a constant value thereafter. With 60, 100 and 150lux, its change was unremarka-
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ble. These results suggest that 1) both the c-wave and the slow PIII are composed of the photopic and
scotopic duplicity mechanism of the cone and rod, 2) the interaction of both the photopic and the
scotopic system influences the time course of the c-wave and slow PIII in light and dark adaptation,
and 3) the ERG c-wave is not always parallel to or not always dependent on the standing potential
of the retina. (Acta Soc Ophthalmol Jpn 9l:1214-L221, 1987)

Key words: c-waye, slow PIII, dark adaptation, light adapation, standing potential of the retina

I緒  言
ERGoc波 の明および暗順応による波形変動につい

ての報告は従来よりなされてはいる1)～ 12)が ,c波を構
成 している網膜色素上皮由来の PI成分 とMuller細

胞由来の slow PIII成分13)と について別個に検討した

報告
10)は極めて少ない。

今回, 2種の持続時間の刺激光を用いて記録した c

波とslow PIII,お よび網膜常存電位の明および暗順応

による変動を調べ,明 および暗順応が,c波 とslow
PIIIに いかに影響するかを検討した。

II 実験方法

1,実験動物

体重2.5～ 3.Okgの 健常成熟雄性自色家兎12羽 (12

眼)を用いた。家兎をウレタン (0.5g/kg静注および

0.5g/kg筋注)で全身麻酔して, シールドボックス内
の固定器 (押田式)に固定した.瞳孔は0.5%ト ロピカ
ミドおよび0.5%塩酸フェニレフリンの点眼で散大さ

せた。

2.ERGoc波記録の方法および条件
自作した亜鉛一硫酸亜鉛不分極電極

7)を 使用し,関

電極は被験眼の角膜表面に,不関電極は後頚部の皮膚
上に,接地電極は対側の耳柔に装着 した.その後に暗

順応を開始し,暗順応30分後14)に適宜の刺激光で約 3

分間隔で c波を数回記録し,波形がほぼ一定であるこ

とを確認した上で,以下に述べる記録条件で c波を記

録した.

刺激としては,250Wの ハログンランプ光をファイ
バーオプティクス (直径6mm,長 さ90cm)で 眼前に導
き,照度が5001uxと なるようにして,矩形波刺激とし

て網膜へ照射した。刺激持続時間は,自 動刺激装置(日

本光電 SEN‐3201)を 用いて0.25秒 と10秒の 2種に設

定した。記録は,明あるいは暗順応開始後10秒,2分 ,

5分, 8分,10分 ,その後は 5分毎に60分 まで行なっ

た。得られた ERGを直流増幅器 (日 本光電 AD 610G)

で増幅し,ベ ン書き描記器 (日 本光電 PM8104)で感度
500μ V/cm,紙送 り速度5mm/secで記録した。
暗順応による波形の変化の観察には,前述したハロ

グンランプ光の照度を角膜面で1,0001uxと し,5分間
点灯して前明順応した後に,消灯して暗順応を開始し,

その後上記の刺激光で ERGを記録した。また明順応
経過の観察には,40分間の前暗順応後,角膜面より1.2

m上方に80Wの 蛍光灯 (松下電光 FA 42275K)を点
灯し,その照度を角膜面で10,60,100,150,3001ux

の 5種に調光した背景光による明順応下で,上記の刺
激光で ERGを記録した。
c波の振幅の計測は,図 2の挿図に示したように,b
波の下行脚の最低点 (after b‐ trough)が基線よりも高

い場合は,基線からc波の頂点まで,after b‐troughが

基線よりも低い場合には after b‐ troughからc波の頂

点までとした。

3.PIIIの 単離方法

PI,PII,PIIIの 3成分で構成されているERG波形
からPIIIを単離するには,ま ず PIの発生源である網

膜色素上皮を選択的に破壊して PI成分を消去すると

されている Na lodateの 30mg/kg15)を 耳介静脈 より

緩徐に注入し,PIIと PIIIの複合電位を得た。次いで

PIIの主たる発生源である2次ニューロンのシナプス

伝達を阻止して PIIを消去す る Na aspartateの 452

mM,0.lml15)を 硝子体へ注入することによって PHI

成分のみの波形を得た。これらの薬物によって PIIIを

単離するまでに要 した時間は約60分であった。

4。 PIII記録の方法および条件

c波について前記の記録をおこなったのち,同一家

兎の PIIIを 上記の方法で単離し,その後 c波 と同じ記

録条件で PIIIの 明・暗順応経過を記録した。

PIIIは 光刺激直後に出現する立ち下 りの速い fast

PIII成 分と,こ れに続く緩徐な陰性波である slow PIII

成分とから成る。両者のうち,ERGoc波 の形成に関す
る成分は主として後者であるので,今回の研究では

slow PHIの みを検討の対象とした。
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slow PIIIの 振幅の計測は,図 2の挿図に示したよう

に基線からslow PHIの最低点までとした。

5.網膜常存電位の記録の方法および条件

5眼については,c波 を記録する際に,網膜常存電位

を同時に記録した。すなわち,c波記録の際の基線の推

移を網膜常存電位の変化として読みとった.ま た他の

5眼については,網膜常存電位のみを c波記録と同一

の電極,増幅器,ペ ン書き描記器でやはり同一の順応

下で記録した。

III 結  果
1.暗および明順応による c波および slow PIIIの

波形変動

1)10秒刺激

① 暗順応 (図 lA,2)

10秒刺激による c波および slow PIIIは ,暗順応中,

その波形が変化した。図 lAに暗順応開始10秒 と60分

後の10秒刺激によるそれぞれの波形の代表例を示 し

た.c波 とslow PHIの いずれも暗順応開始10秒で得ら

れた波形よりも60分で得られた波形の方が振幅が大で

あった。また,頂点潜時は,c波 とslow PHIと もに約
4秒であった。

図 2に ,12眼から記録した10秒刺激によるc波およ

び slow PIIIの暗順応経過中の振幅の平均値をグラフ

A

stimulus duration 1O sec

c-wave slow P III

dark adaptation

日眼会誌 91巻  12号

で示した。c波の振幅 (図 2の▲)は暗順応開始後急速

に一過性に増大して約 8分に peak(200%に増大)を

形成したのちに一旦低下し,約 20分頃に再び緩徐に増
大して約40分ではぼ一定となった。40分時の振幅は 8

分時のそれとほぼ同じであった。

slow PHI(図 2の△)は, 8分までは振幅が陰性方

向に急速に,約 30分 までは徐々に増大し,その後約40

分で一定 (220%に増大)と なった.その際 8分時に変

曲点を形成した。また,60分時の slow PHIの 振幅は 8

分時より約36%増大していた。

② 明順応 (図 lA, 3)

明順応下の10秒刺激による c波 とslow PHIの 波形

のうち,背景光1001uxの 場合の明順応開始10秒 と,60

分後の波形を暗順応時の代表例 として図 lAに示 し

た.ま た,c波 とslow PIIIの各背景光での振幅の時間

経過を12眼の平均値で図 3の グラフに示した。

明順応下の c波振幅は,いずれの照度の場合でも暗

順応の場合より小さかった。

10～ 3001uxの 背景光での c波振幅の平均値は,いず

れの照度の背景光でも約40分まで徐々に増大し,その

後ほぼ一定 (約 170～ 300%に増大)と なった。 この最
終一定値は,背景光の照度が低い程大きい値をとる傾

向にあった。また,暗順応の 8分時にみられた一過性

の振幅増大は現われなかった。
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図 1 刺激持続時間10秒 (A)お よび0.25秒 (B)の 光刺激で,暗および明順応10秒 お
よび60分後のc波およびslow PIIIの 波形の代表例。
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図2 刺激持続時間10秒および0.25秒で,暗順応下に
得られたc波 とslow PHIの 振幅の経時的変化.

一方,slow PIIIの明順応の振幅の絶対値は,背景光

の照度によって異な り,背景光の照度が増加するに

従って振幅が減少する傾向を示した。しかし,経時的

には,いずれの背景光においても振幅の変化はほとん

どなく,ほぼ一定の値に留まっていた .
2)0.25秒刺激

① 暗順応 (図 lB, 2)

0.25秒刺激による c波 とslow PHIの暗順応開始10

秒および60分後の波形の代表例を図 lBに ,ま た両波

の暗順応経過中の振幅の12眼の平均値をグラフで図 2

に示した。c波 とslow PHIと もにその振幅は10秒刺激

の場合よりも小さく,60分時でいずれも10秒刺激の約

1/2であった.ま た,頂点潜時は,c波は約1.5秒,slow

PIIIは約0.5秒であった .

暗順応経過中に,0.25秒の光刺激で惹起された c波

振幅 (図 2の●)は, 8分 まではやや急速に増大し,

それ以後40分 までは緩徐な増大(220%)傾 向を示した。

10秒刺激の場合 (図 2の▲)と は異なり, 8分時の一

過性の増大は認められなかった.

0.25秒によるslow PIIIの 暗順応経過 (図 2の○)は

10秒刺激 (図 2の△)の場合と相似な経過であったが,

振 幅 は全体 に小 さ く,各 時点で10秒 刺 激時の約

45～ 60%であった.ま た, 8分時の変曲点は不明瞭で

図3 刺激持続時間10秒で,明順応下に得られた c波
とslow PIIIの 振幅の経時的変化.

あった。

② 明順応 (図 lB, 4)

明順応下の0.25秒刺激による c波 とslow PIIIの波

形のうち,背景光1001uxの場合の明順応開始10秒 と60

分後の波形を代表例として図 lBに,ま た,両波の各背

景光での時間経過を12眼の平均値で図 4の グラフに示

した.

明順応下の0.25秒 刺激による c波振幅は,いずれの

照度の場合も暗順応の0.25秒刺激の場合より小さく,

また,明順応開始10秒 と60分 とで振幅に著明な差はみ

られなかった。また,10秒刺激による明順応下 c波 と

比較するとその振幅は小さく,約 30～ 50%程度であっ

た,c波振幅の明順応下での経時的変動は,101uxと 60

luxと が,ま た100,1501uxと 3001uxと がそれぞれ類似

した経過を示した.し たがって,図 4では,10お よび

3001uxの経過のみを掲げた.背景光が10お よび601ux

の場合には,順応初期に暗順応の場合にも認められた

c波振幅の増加傾向がみられた。しかし,100～ 3001ux

では時間経過によってもc波振幅は変化しなかった。

10秒刺激での明順応下の c波振幅は,全ての背景光に

おいて時間とともに増加する傾向があったのに対し,

0.25秒刺激では増加傾向はごくわずか,あ るいはほと

んどみられなかった .

slow PIIIの 明順応経過の場合は,10秒刺激と同様で
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図4 刺激持続時間0.25秒で,明順応下に得られた c
波とslow PIIIの振幅の経時的変化.

あった.すなわち,0.25秒刺激による振幅の絶対値は
背景光の照度が増すに従って減少した.ま た,明順応
下では暗順応の場合のような時間経過による増大傾向

はなく,10秒刺激と同様にはぼ一定の値に留まってい

た。

2.暗および明順応による網膜常存電位の変動
1)暗順応 (図 5A)

網膜常存電位の暗順応経過中の変動を図 5Aに示し
た。変動経過には個体差が大 きかったが,大別すれば,

暗順応30分頃までは増大 (約lmV)し てその後一定と
なるもの(2眼 )(図 5A△ ),全経過中ほぼ一定である
もの(4眼)(図 5AのO),お よび約20分頃まで徐々に
減少 (約 -1.5mV)した後一定 となるもの (4眼)(図
5Aの回)の 3種があった。10眼全体を平均すると (図
5Aの■), 8分までは徐々に減少 (約 -0.8mV)し ,

次いで若干増加した後,お よそ30分後にはぼ一定 (約一

0.5mV)と なった。なお,網膜常存電位を記録する際
に,c波 と同時記録した場合 と,網膜常存電位のみを単

独に記録した場合とでは顕著な差はなかった。

2)明順応 (図 5B)

明順応時の網膜常存電位は,順応光の照度が3001ux
(図 5Bの△)の場合には,約 15分 までに軽度に上昇(約
0.3mV)し ,次いで元の電位に戻った。101uxの 場合 (図

図5 暗 (A)お よび明順応 (B)における網膜常存電
位の経時的変化.

5Bの□)には電位が徐々に下降 (約 -0.8mV)し ,30
分以降にはぼ一定となった。60,100,1501uxでは,300

および101uxの場合の中間の変化に留まった.

IV考  按
ERGoc波 は,網膜色素上皮を起源とする PI成分と,
Muner細胞を起源とする slow PIII成 分の複合電位
である13)と されている。他方,臨床上,網膜色素上皮に

関連する疾患の ERGoc波を記録することによって,
網膜色素上皮の病態を把握することが可能である7).

ERG・ c波の明・暗順応における波形変動については,

すでに先人による多くの報告 1)～ 12)があるが,c波を構
成する成分を分離して,それぞれの成分の明 。暗順応
による変動を検討した研究は,直井ら1。 )の報告がある
のみである。しかし,彼 らは,slow PHIを単離したの

ではなく,slow PIIIの 他に PII成分も含む slow nega‐

tive potentialに ついて検討している。 したがって,c
波と,単離した SloW PIIIと について検討した報告は
これまでにみられていない。

また,c波 とslow PIIIは いずれも視細胞が光刺激を

うけたときの細胞外液の K+濃度の減少によって生じ

るため,両者の波形は同一の経過をとり,極性だけが
解剖学的位置関係によって逆転する16)と されていた。
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した後に約30分 まで徐々に増大した。従来,slow PIII

も粁体の機能を反映する
21)と されていたが,c波の暗

順応初期の一過性増大 (8分時)と ほ |′ゴ同時点に変曲

点がみられたことは,暗順応初期には,slow PIIIに も

c波 と同様に明所視機構が表現され,変曲点以後は暗

所視機構が表現されていることを暗示する所見であ

る。しかし,slow PIIIに は,8分以降に c波がみられ
た一時的な振幅の減少はなかった。

2.10秒刺激 による明順応下の c波 お よび slow

PIII

明順応下の10秒刺激の c波は,いずれの背景光の照

度であっても,40分 までは徐表に増大した。家兎の c波

の明順応による波形変動について,直井 ら
H)12)は ,c波

振幅は網膜常存電位の明極大の時期に一致して極大を

呈したと述べている.著者の成績は, これとは異なっ

ていたが,彼らは有色家兎を用いており, また,刺激

強度が,1,0301uxと 大きく比較は困難と思われる。

明順応中に c波振幅は,暗順応時の最大振幅の約1/

2ま でではあるが増大を示した。これを,“二元的機構
"

の立場からみると,40分間の前暗順応によってほぼ完

成した暗所視機構が,明順応によって一挙に崩れた後

に,明所視機構が作用していく過程であるかもしれな
い。 さらに,背景光の照度が小さいほど最終振幅が大
きかったことから,暗い背景光では,暗所視機構も加

味されていると思われた.

slow PHIの 明順応における波形変動についての報

告は,家兎を含む他の動物でも見当らない。背景光に

よって暗所視機構が抑制されているので,得 られた

slow PIIIの 振幅に,明所視機構に由来する成分が含ま

れている可能性がある。

3.0.25秒刺激による暗順応下の c波 および slow

PIII

O.25秒刺激の暗順応下 c波振幅は, 8分まではやや

急速に,それ以後40分 まで緩徐に増大するのみで,10

秒刺激の場合と異なり, 8分時の一過性の増大はみら

れなかった.こ れは刺激時間が 1秒以内である永田1),

Wuら 8)の報告と一致したが,直井ら11)12)の 網膜常存電
位の明極大と同期して増大した結果 とは異なってい

た.し かし,直井ら
11)12)の
刺激光は,10,1001uxであり,

著者のそれよりも強度である.

0.25秒刺激での c波振幅は暗順応後 8分で既に最大

振幅の約75%に達している.こ のことから,0.25秒 の

短い刺激でも,明所視機構の順応経過を表現している

と思われ, 8分以降の暗順応による振幅の増大が少な

しかし,刺激持続時間によっては,家兎の slow PIIIの

頂点潜時は c波のそれと必ず しも同一でないとの報

告17)～ 19)も あり,c波 とslow PIIIのそれぞれの特性を

検討する上では,刺激持続時間も重要な因子の一つと

考えられる.

以上の観点から,家兎 ERGの c波および単離した

slow PIIIの 明および暗順応によるそれぞれの波形変

動を,10秒 と0.25秒の 2種の光刺激を用いて調査した。

さらに,網膜色素上皮を起源とし,c波 に密接に関連し

ている網膜常存電位の明 。暗順応による変動も記録し

て,c波の変動との関係についても検討した。
1。 10秒 刺激 による暗順応下の c波 お よび slow

PIII

10秒刺激による暗順応下の c波振幅は,暗順応開始
から8分までと,約20分以降の 2回増大する 2相性を

呈した。この変化は,刺激持続時間が 5秒以上である

菅原ら
2),直井ら10)-12)の報告と一致している。このこと

について菅原ら2)は,刺激光が強度な場合に 2相性に

なること,明 るい背景光下であっても,刺激が強けれ

ば c波が発生することなどから,c波は従来,粁体由来

の暗所視性である
20)と されていたが,錐体由来の明所

視性の成分もc波の波形を構成する一部として含まれ

るとし, この両所視性の成分に基づいて c波の明暗順

応の変化を説明する“二元的機構"の 存在を示唆した。

さらに,当教室の高橋ら
4)6),笹
森
5)お よび田澤

7)は ,c波

に関する一連の研究の中で,人眼 c波振幅の明 。暗順

応の変動は,菅原ら2)の二元説と同様に,粁体と錐体の

相互関係に基ずく結果であるとの立場をとった。 これ
に対し,直井ら10)～ 12)は ,家兎眼 c波の順応経過は網膜

常存電位の変動に大きく影響されるとして,菅原ら2)

とは意見を異にしている。しかし,今回観察した網膜

常存電位の明。暗順応による変動は,c波のそれとは必

ずしも一致していなかった.ま た,1,0001uxの 前明順

応に続 く暗順応初期の 8分までの c波振幅の一過性の

増大は前明順応によって充進 した明所視機構の持続に

よるもの,ま たその後の一過性の減少は,暗順応によ

る暗所視機構の活動の開始による明所視機構の抑制に

よるものと考えることができる。その後の暗順応20分

頃からの振幅の漸増は,暗所視機構が完成に向う過程
と思われる。以上のことから,今回の結果は,菅原ら2)

の述べた c波における粁体と錐体の相互作用を支持す

るものである。

他方,10秒刺激による slow PIIIの暗順応下の振幅

は,やはり, 8分までは急速に増大し,変曲点を形成
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いことから, 0.25秒刺激による c波には暗 |1贋応による

影響はあまり反映しないとも考えられる。Matsuura

ら22)は,カ メを用い,頂点潜時の短い fatt c‐ waveを検
出し,こ れを錐体性の c波 とした。さらに,Rёverら 23)

は,短時間刺激 (0.2秒)に よる錐体ジス トロフィー症
例の c波は,著明に減弱していた事実を示 しており,
このことも短時間刺激で得られた c波が明所視機構も

反映することを推測させる。しかし,Wiolandら 24)の ,

錐体性 c波に time integatiOnが ない,すなわち,光
刺激終了後に頂点を形成するc波は錐体性 c波ではな
いとの意見もあり,直井ら12)も 同様のことを述べてい
る。 したがって,0.25秒で得られた c波の順応過程の
いずれの部分が,明所視機構であるのかは,今後スペ

ク トル波長特性などを含めたさらに詳細な検討が必要

である。

一方,0.25秒刺激による slow PHIは ,10秒刺激の場

合と相似な経過ではあるが,振幅が小さくかつ変曲点
は,10秒刺激より不明瞭であった。過去にこれに類似
する研究は,著者の知る限 りなく,比較検討はできな
いが,slow PIII振 幅は暗順応後 8分で既に最大振幅の

約74%に達しており,c波同様に明所視機構の反映も
推定される.

4.0.25秒刺激による明順応下の c波 および slow

PIII

明順応下の0.25秒刺激の c波振幅は,背景光が10お
よび601uxの低照度の場合は,明順応初期に暗順応の

場合 と類似した増加傾向が認められた.家兎の短時間
刺激による c波の明順応経過については,網膜常存電
位 の明極大に一致 して極大値 を示 した との直井

ら10)～ 12)の 研究があるのみであるが,前述したように著

者の実験とは記録条件,特に刺激強度が異なり,容易
に比較できない.

0.25秒 刺激の明順応下の slow PIIIは ,ほぼ一定の
値に留まっていた。10秒刺激の場合と同様に,各明順
応下の slow PHI振 幅の絶対値は背景光の照度が増す

に従って減少した.こ れに類似する報告は,著者の知
る限 り見当らず比較検討できなかったが,c波 の場合
と同様に,slow PIII振 幅の変動経過に明所視機構の反

映も推定される。

5。 網膜常存電位の暗および明順応経過

網膜常存電位は,明・暗いずれの順応経過において

も,c波 と必ずしも平行関係にはなかった。過去に,Hu
ら9)も , これと同様の結果を家兎 (pigmented Dutch

rabbit)で得ている。 しかし,直井ら10)～ 12)は有色家兎
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で,二唐ら25)や Linsenmeierら 2oは,ネ コで,高松3)は

人眼において,網膜常存電位とc波の暗順応下の経時
的変化がよく類似していたと報告している。したがっ

て,両者間に密接な関係があることは事実であると思
われる。

以上を総括すると,1)c波 とsloW PIIIは 両者とも
に暗所視性および明所視性の二元的機構で構成され

る。2)暗所視機構と明所視機構の相互作用が,c波 と
slow PIIIの 明・暗順応経過にそれぞれ影響を及ばして

いる,c)c波振幅の変動は網膜常存電位には必ずしも
並行あるいは依存しないことなどが明らかにされた .

近年の網膜色素上皮の網膜内記録の結果によると,

c波は網膜色素上皮細胞の apical membraneの 過分

極によって,ま た,網膜常存電位の明順応による明上
昇は,同細胞の basal membraneの 脱分極によって生
じる27)と されている。これは,網膜色素上皮細胞の
apicalと basalの membraneで は,そ の挙動が異なる
ことを示している。また,apical membraneは ,視細

胞と接しており,その影響を受けやすいことは,容易
に理解され, したがって c波には,粁体による暗所視
機構とともに錐体による明所視機構の活動も反映され

るとの考えは妥当であろ う.同 様 に,c波 が basal
membraneの 状態を反映する網膜常存電位の明上昇
とは必ずしも並行しないことも理解に難くない。しか

し,c波 と網膜常存電位は,と もに網膜色素上皮細胞を

共通の基盤とした電気現象であり,apicalと basalの

membraneの 間でも細胞内伝達機構が存在26)し ,両者
が共輌して活動する側面もあるようである。

今回の実験は,光刺激で駆動されて粁体および錐体
で生じる暗所視および明所視機構の干渉の結果を網膜

色素上皮および Muller細胞のレベルで把え得たもの

と考える。

稿を終わるにあたり,御指導,御校間をいただきました田

澤 豊教授に感謝致します。また,ご助言をいただきました
高橋洋司講師および本学歯学部口腔生理学講座佐藤 匡助
教授に感謝いたします。尚,本論文の要旨は第90回 日本眼科

学会総会 (昭和61年 5月 23日 ,四 日市)にて報告した。
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